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1　は　じ　め　に

雨よけトマトの長期どり栽培における着果安定．裂果等

の障害果軽減を図るために．これまで整技法や苗質につい

て検討した。本報では，土壌水分及び施肥管理と中高段果

房の品質，着果の関係について検討したので，その概要を

報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験Ⅰ：土壌水分条件

1）試験区の構成

表1

　　 項 目

区名

水　 分　 設　 定　 目　 標

生育前期 生 育後期 （8 月中旬以降）

1． 水分多湿 慣　 行 多 （p F l．6 前後）

2． 水分中湿 （p F 2．0 中 （p F 2．0 前後）

3． 水分少湿 ～ 2．2 ） 少 （p F 2．3 前後）

往．pF絨測深20cm，＝回のかん水臭10m血

2）試供品阻（供試年次）あづさ（1985～1986），桃

太郎（1987）

3）耕種概要

①播種期　3月5日　②定植期　5月IH

③整枝法　主枝1本仕立っる下げ栽培

④栽植様式　畦幅180cm　株間45cm　2条植（2，469

株／10a）

⑤施肥昼（kg／10a）基肥：厩肥4，000　N12－15

P20530　K2030　追肥：N18

（21試験□：施肥条件

表2

基　 肥 ＋追　 肥 追 肥 1 回 追 肥 回 数
N　　　　 N 当 り施 用量 （回 ）

（棲 ） 12 ＋ 15 3．0 5

12 ＋ 15 1．5 】0

12 ＋ 30 3．0 10

6 ＋ 15 1．5 10

6 ＋ 30 3．0 10

往．追肥時期：（標）12＋15区は奇数段の果
実が2一一3cm大の頃。その他の区は各段
の果実が2－3cm大の頓。

1）試験区の構成

①厩肥（t／10a）　0，4

②窒素施肥（kg／10a）（表2に示す）

2）供試晶種　桃太郎

3）耕種概要

①播種期　3月5日　②定植期　4月27日

③整技法　連続2段摘心栽培

④栽植様式　畦幅135cm　株間30cm l条植（2．469

株／10a）

⑤共通基肥（kg／10a）P20530　K2012

3　試験結果及び考察

（1）土壌水分条件

生育中後期に発生の多い障害栗と上境水分の閲係をみる

ために，8月中旬から土壌水分条件を設定した。pFは水

分多湿区1．6～1．9，中温区1．8－2．2，少湿区2．0～2．6に推移

し，ほぼ目標どおり水分管理ができた。

収員は水分多湿区が3か年とも良乗数が少なく，水分中

温区に比べ5－27％減収した。水分少湿区は年次によるふ

れがみられ，1985年，1987年では中温区より12～19％の減

収となった。時細別では多湿区，少湿区は9月以降の収ht

割合が低かった。

蓑3　土壌水分条件と収量（株当り）

年

次

良　　　 課 L良 課 1 個

平 均 垂

】O a 当 り

収 量 （良 課 ）
同 左 比

（％ ）

区　 分 】
（個 ） tg ） （g ） （鴫 ）

1 9 8 5

水 分 多 湿 1 2 ．5 2 ．2 4 0 17 9 5 ，5 2 5 9 5

〝　 中 湿 12 ．8 2 ．3 70 18 5 5 ．8 4 6 10 0

” 少 産 10 ．7 2 ．0 80 19 4 5 ．1 3 】 8 8

19 8 6

水 分 多 湿 14 ．8 3 ．4 6 9 2 3 4 8 ．5 6 5 8 8

〝　 中 温 1 8 ．5 3 ，9 3 5 2 1 3 9 ．7 16 10 0

′′　少 湿 2 0 ．0 4 ，3 1 9 2 1 6 1 0 ．6 6 4 1 10

19 8 7

水 分 多 湿 1 1 ．0 2 ．0 3 9 18 5 5 ，0 3 4 7 3

〝　 中 産 1 5 ．0 2 ．7 7 8 18 5 6 ．8 5 9 10 0

〝　 少 湿 1 2 ．3 2 ．2 5 0 】8 3 5 ．5 5 6 8 】

障害巣の発生は裂果が最も多く，次いで空洞果，変形栗

であった。裂果は生育中後期（8月下旬～10月）に多湿区

で多発し．裂果の程度も大きかった。これに次いで少湿区

でも発生が多かった。空洞巣は少湿区で少ない傾向であっ
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蓑4　土壌水分条件と果実の品質割合（％）

年 次 区　 分 良　 果 格 外 果
裂　　　　　 果

変 形 果 空 洞 果 病　 果
障 害 果

合 計大 中 ／ト 計

19 8 6

水 分 多 湿 4 4 ．3 9 ．0 6 ．0 8 ．7 12 ．3 2 6 ．9 8 ．7 10 ．5 0 ．6 4 6 ．7

〝　 中 湿 54 ．7 12 ．4 3 ．3 5 ．3 8 ．6 1 7 ．2 4 ．4 1 0 ．9 0 ．3 3 2 ．8

〝　 少 湿 5 3 ．8 10 ．8 6 ．2 8 ．9 8 ．0 2 3 ．1 5 ．4 5 ．9 1．1 3 5 ．5

19 87

水 分 多 湿 4 8 ．3 19 ．5 2 ．9 1．4 7 ．8 1 2 ．2 10 ．1 9 ．7 0 3 2 ．2

〝　 中 湿 58 ．8 14 ．9 0 ．4 2 ．4 9 ．0 1 1 ．8 6 ．3 8 ．2 0 2 6 ．3

〝　 少 湿 5 6 ．9 18 ．1 0 ．9 4 ．2 7 ．9 13 ．0 6 ．0 5 ．6 0 ．5 2 5 ．1

たが，変形巣については水分条件の差は明らかでなかった。

（2）施肥条件

完熟系トマト‘桃太郎’は初期生育は繁茂気味になるが．

生育中後期の草勢は弱く，中高段果房の着果は不安定であ

る。着果安定のための基肥窒素，追肥の施用呈，方法につ

いて厩肥との組合せで検討した。

草勢は厩肥4t区が旺盛であり，基肥窒素の違いでは12

k区がやや優った。無厩肥区では基肥窒素6kg区が黄色

淡く．草勢が劣った。追肥量の増加によって草勢は無厩肥

表5　施肥条件と収量（株当り），品質

区で明らかに向上した。

収量は初期から生育の優った厩肥4t区が4－18％増収

となった。基肥窒素では，厩肥4t区∴無厩肥区とも12kg

区が優ったが，追肥では30kgの増量区が厩肥4t区で減収

した。多収の厩肥4tの基肥12＋追肥15区は良異数で優っ

た。この場合，追肥量を多くすると，着果数は増加するが，

良乗数の増加には結びつかず，良果1個平均重も低下した。

中高段（4～10段）果房の良乗数は厩肥4t区が優る傾向

を示し．基肥窒素12kgと6kgの比較では12kg区が優った。

基肥＋追肥
良　　 果 格 障 A口 良平 10収器 同

個 数

（個）

重 量

（g）

外 堂 計 苧均 a 量
当

左

N　　 N 果 果 果 個垂 り昌 比
（個） 個 ） （個） （g ） （kg） （％）肥

障害黒の内訳（個数％）

裂

果

変
形
果

クb
二Ⅰニ
洞
果

病

果

標 1 2 ＋ 1 5 1 0 ．2 2 ，1 4 4 1 ．0 9 ．0 2 0 ．2 2 1 0 5 ，2 9 4 1 0 0 3 1 ．2 5 ．0 3 ．5 5 ．0

1 2 ＋ 1 5 ・1 1 ．6 2 ．2 3 6 1 ．5 7 ．6 2 0 ．7 1 9 3 5 ，5 2 1 1 0 4 2 9 ，5 3 ．9 1 ．0 2 ．4

1 2 ＋ 3 0 1 1 ．6 2 ，1 9 6 1 ．4 9 ．3 2 2 ．3 1 8 9 5 ，4 2 2 1 0 2 3 1 ．4 4 ．5 3 ．6 2 ．2

6 ＋ 1 5 9 ．6 1 ．9 1 8 1 ．1 7 ，0 1 7 ．7 2 0 0 4 ，7 3 4 8 9 2 6 ．0 4 ．5 4 ．5 4 ．5

6 ＋ 3 0 1 0 ，3 1 ．9 9 2 2 ．0 6 ．4 1 8 ．7 1 9 3 4 ．9 1 8 9 3 2 4 ．6 3 ．7 2 ．7 3 ．2

標 1 2 ＋ 1 5 1 3 ．0 2 ，5 3 6 2 ．1 7 ．0 2 2 ．1 1 9 5 6 ，2 6 0 1 1 8 2 2 ．6 3 ．6 1 ．4 4 」

1 2 ＋ 1 5 1 2 ．3 2 ．4 5 3 2 ．4 6 ．9 2 1 ．6 1 9 9 6 ．0 5 6 1 1 4 2 0 ．4 2 ．8 2 ．3 6 ．5

1 2 ＋ 1 5 1 1 ．7 2 ，2 8 0 2 ．9 8 ．5 2 3 ．1 1 9 5 5 ．6 2 9 1 0 6 2 1 ．6 7 ．8 0 ．9 6 ．5

6 ＋ 1 5 1 1 ．2 2 ．1 8 1 1 ．2 9 ．1 2 1 ．5 1 9 5 5 ．3 8 4 1 0 2 3 1 ．6 5 ．1 2 ．3 3 ．3

6 ＋ 3 0 1 0 ．8 2 ，0 7 5 2 ．2 7 ．0 2 0 ．9 1 9 2 5 ，1 2 2 9 7 2 4 ．4 6 ．2 2 ．9 4 ．3

計
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障害乗の発生では，裂果が多く．処理間では無厩肥区で　　が向上したものと考えられる。

増加の傾向を示した。障害果の総計では，厩肥4tの基肥

12＋追肥15区が少なかった。段別障害栗の内訳をみると，

変形果は低段で，空洞巣は高段で発生割合が高かった。裂

果は中高段で多発したが，中段では厩肥4t区が無厩肥区

に比べ発生が少なかった。

以上のように‘桃太郎’では厩肥と基肥窒素を十分施用

することによって，初期から苧勢が維持され，品質，収量

4　ま　　と　　め

雨よけトマト栽培における着果安定，障害果軽減のため

の養水分管理として，土壌水分はpF2．0前後の中湿条件が

よかった。施肥では厩肥の施用効果が高く，基肥窒素は10

a当り12kgがよく．追肥は15kg程度で十分と思われた。
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